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一 般 相 談
家庭生活上 の悩みごとや、いろ

いろな手続きなどについて相談に
応じ ます。なお、電話でも結構です。
相談日は、土・日曜・祝日を除

く毎日。午前9時～4時
区役所1階区民相談室

昭和57年度
上 半 期 財政状況の公表

財政状況の公表におけ

る図、表および文章の数

値等は、 すべて昭和57年9

月30日現在のものです。

本区財政の実態を区民のみなさんに正しく理解していただき、
より一層のご協力をお願いするために、財政状況の公表を毎年2

回、6 月と12月に行っています。
今回は、昭和57年4 月1 日から9 月30日まで( 昭和57年度上

半期) の財政状況と、昭和56年度決算のあらましについてお知

らせします。
なお、昭和56年度各会計の執行状況については、前回、昭和57

年3 月31日現在で公表しましたが、その後2 か月の出納整理
期間を経過し、このほどまとまり、11月に開かれた区議会第4
回定例会で承認されたものです。

昭和57年度一般会計予算現額と構成比( 56. 9. 30現在)

昭和57年度一般会計予算執行状況

〔歳入〕
予 算 額　1, 017億5, 720万9 千円
収入済額　436 億7, 836万8 千円
収 入 率　42. 9%

〈内訳〉
特別区交付金( 48. 7%) 特別区税( 36. 6
%) 国庫支出金( 43. 9%) 諸収入( 36. 1
%) 都支出金( 19. 1%) 特別区債( 0. 0
%) その他( 75. 0%)

〔歳出〕
予 算 額　1, 017億5, 720万9 千円
支出済額　437 億9, 969万8 千円
支出率　43. 0%

〈内訳〉
民生費( 48. 1%) 教育費( 39. 5%) 土木
費( 27. 7%) 総務費( 54. 4%) 環境衛生
費( 38. 2%) 公債費( 53. 9%) その他
( 43. 9%)
※ なお、数字( %) は、予算額に対する収
入・支出率です。

昭和57年度
国民健康保険特別会計執行状況

〔歳入〕
予算額　227億8, 068万5千円
収入済額　95億7, 347万1千円
収 入率　42. 0%

〔歳出〕
予算額　227億8, 068万5千円
支出済額　73億8, 934万5千円
支出率　32. 4%

区 民 負 担 の 概 況
特別区民 税の区民 負担額の概況 および推移〔世

帯・人口は1 月1 日現在数 〕は、次のとおりです。

あなたの区税1, 000 円の使いみち

※ 区税、特別区文付金、繰越金等から計算したもの

区民税負担のうつりかわり

財産、公債および一時借入金
◆ 区有財産

昭和57年9 月30 日現 在で区が所有し てい

る財産は, 総額3, 854 億3. 818 万9千円で その

内訳は次の とお りです。
土地…… … 2, 739億9. 902万4千円( 庁舎、

学校等 の敷地)
建物… … 943億2, 791万8千円( 庁舎、学

校等 の建 物)

工作物… … 79億1, 305万1千円( 門、貯水
相等)

立木・竹… … 4 億1, 742 万1 千円

株券等… … 4, 629 万円( 株 券, 電 話債券等)

※ 以上, 公有財産

基 金… … 60億7、476万8 千円( 中小 企業融

資基金等7 件)
物品… … 26億5, 971万7千円( 1点につき

30万円以上の物品3, 762点)

◆ 公債

昭和57年9 月30日現在におけ る区債の総

額は, 321 億758 万2 千円で, その内訳は次

のとおりです。
総 務債… … 301億3, 468万 円
民 生債… … 291億4, 582万4 千円

環境衛生債…… 4億8, 274万7千円

土木債… … 961億4, 987万1 千円

教育債… … 159 億9, 446万円
◆ 一時 借入金

上半期では、1回、15億円を借り入れ、

全額 返済してい ます。

※ 一時 借入金とは、支払 資金に一時 的不足

が見込まれると き、その不足を補なうため
に市中銀行などから 借り入れる資金で す。

繰越予算の執行状況
昭和56年度予算のうち、昭和57年度に繰
り越された予算は、総額2 億3, 256万円で、
その内訳は次のとおりです。

東京都執行委任予算
この予算は、都の事務事業の一部を都知

事から区が委任を受けて執行しているもの
で、その主なものは区立小・中学校教職貝
の給与費、失業対策事業費、医療助成費。
母子福祉資金貸付金で、執行委任額および
執行状況は次のとおりです。

昭和56年度 決算のあらまし
昭和56年度決算概要

昭和56年度
一般会計決算額対前年度比較

昭和56年度用地特別会計決算

〔歳 入〕

〔歳 出 〕

〈4
面
へ
続
く
〉
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老
人
保
健
法
が

来
年
二
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
国
民
み
ん
な
が
健
康
で

不
安
の
な
い
老
後
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
総
合
的
な
保
健
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し

て
、
来
年
二
月
か
ら
老
人
保
健
法
か

施
行
さ
れ
ま
す
。

保

健

事

業

わ
た
し
た
ち
は
、
年
齢
と
と
も
に

病
気
に
か
か
る
率
が
高
く
な
り
ま

す
。と

く
に
お
年
寄
り
は
、高
血
圧
や

脳
卒
中
、心
瞬
病
な
ど
、い
っ
た
ん

か
か
る
と
治
り
に
く
い
病
気
に
か
か

り
や
す
く
、病
気
か
冶
っ
て
も
後
遣

足
が
残
っ
た
り
、寝
た
き
り
の
状
態

に
な
る
こ
と
か
少
な
く
あ
り
ま

せ

ん
。
こ
の
た
め
、
ふ
だ
ん
か
ら
病
気

の
予
防
に
心
が
け
、
健
康
管
理
に
注

意
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。

「
自
か
ら
の
健
康
は
自
か
ら
守
る
」

老
後
を
健
ま
で
い
き
い
き
と
暮
す
こ

と
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
願
い

で
す
。

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医
療
以
外

の
保
健
事
業
の
対
象
者
は
、四
十
歳

以
上
(
子
宮
が
ん
検
診
は
、三
十
歳
)

の
人
た
ち
で
、次
の
保
健
・
予
防
の

た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
健
康
手
帳
の
交
付
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
健
康
診
査
(
一
般
診

査
、
精
密
診
査
、
胃
が
ん
検
診
、

子
官
が
ん
検
診
)
等

さ
ら
に
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
目

標
と
し
て
、
中
途
障
害
者
の
機
能
回

復
訓
練
や
寝
た
き
り
老
人
の
方
へ
の

訪
問
指
導
等
も
り
っ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、こ
れ
か
ら
の
「
区
の

お
知
ら
せ
」に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

老
人

医

療

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、老
人

医
療
は
、七
十
歳
以
上
と
六
十
五
歳

か
ら
六
十
九
歳
の
寝
た
き
り
老
人
等

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、法
律
の
施
行
と
同
時
に
、

都
制
度
の
〝老
人
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
〟も
変
わ
り
ま
す
。

(
上
表
参
照
)

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
か
、

医
療
給
付
を
受
け
る
鳩
合
は
従
来
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。

老
人
保
健
法
の
『
医
療
受
給
者
証
』

と
⑩
医
療
証
は
、健
康
手
帳
と
い
っ
し
ょ

に
二
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

医
療
保
険
に
加
人
し
て
い
な
い
七
十
歳

以
上
の
方
に
は
、
健
康
手
恨
だ
け

郵
送
し
ま
す
。

な
お
、足
立
区
で
は
、去
る
十
一

月
に
、足
立
区
鳳
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
を
除
く
六
十
九
戚
以

上
の
方
に
対
し
、
『
健
康
手
帳
文
付

の
た
め
の
調
査
』
を
実
施
し
ま
し
た

か
、
ま
だ
未
回
答
の
方
は
必
ず
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
医
腺
助
成
係

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

重
度
心
身
障
害
の
方
に

家
政
婦
派
遣

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
家
庭
で

障
害
者
の
世
話
を
し
て
い
る
方
が
、

疾
病
な
ど
に
よ
り
、一
時
的
に
障
害

者
の
方
の
日
常
生
活
に
不
便
を
き
た

す
と
き
は
、家
政
婦
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象
①
身
休
障
害
者
手
帳
一
・
二

級
の
方
②
愛
の
手
帳
一
～
三
度

の
方
③
脳
性
マ
ヒ
、進
行
性
筋

萎
縮
症
で
、①
②
と
同
程
度
と
認

め
ら
れ
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▼
身
体
障
害

者
手
帳
▼
愛
の
手
帳
▼
家
政
婦

を
必
要
と
す
る
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
書
頬

▼
印
か
ん

※
家
政
婦
派
遣
は
、世
話
を
し
て
い

る
方
の
一
時
的
疾
病
の
他
、出
産
や

冠
婚
郵
祭
に
出
席
す
る
時
な
ど
も
利

用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、福
祉
事
務
所

か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
か
派
遣
さ
れ

て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

重
度
身
体
障
害
の
方
に

巡
回
入
浴
車
を

派
遣
し
ま
す

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
電
度
の

身
体
障
魯
者
の
方
に
巡
同
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
に
も
骸
当
す
る

方

▽
十
五
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
で
、

入
浴
可
能
な
常
時
寝
た
き
り
の
方

▽
肢
体
障
書
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

一
・
二
級
の
方

※
福
祉
叫
務
所
か
ら
浴
槽
、湯
沸
器

の
給
付
な
ど
を
受
け
た
方
、
病
院
や

施
股
に
入
院
・
入
所
を
し
て
い
る
方

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

生
活
保
護
世
帯
に

見
舞
金
を
支
給

区
で
は
、
十
二
月
一
日
現
在
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
金
額
　
▼
一
人
世
帯
…
三
千
二

百
円
▼
二
人
世
帯
…
四
千
二
百

円
▼
三
人
世
帯
…
五
千
三
百
円

▼
四
人
世
帯
…
六
千
五
百
円

▼
五
人
以
上
の
世
帯
…
七
千
七
百

円
(
た
だ
し
、
単
身
入
院
世

帯

は
、
二
千
二
百
円
)

文
給
方
法
　
十
二
月
二
十
四
日
に
各
個

人
の
預
金
口
座
に
振
込
み
ま
す

※
な
お
、
保
護
費
を
口
座
振
替
に
し

て
い
な
い
方
は
、
一
月
下
旬
頃
に
別

途
支
給
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
援
護
係

国

民

年

金

相

談

区
で
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る
疑

問
や
制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年
金
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
一
月
云
日
(
水
)
午
前
十
時
～

午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

ご
注
意
く
だ
さ
い
『区
役
所
の
者
だ
が
…
』

最
近
、
『
区
役
所
の
者
だ
が
、

何
々
を
し
て
あ
げ
る
か
ら
…
…
』

と
言
っ
て
金
銭
を
受
け
取
る
例

が
、
各
区
で
多
く
あ
り
ま
す
。

年
末
は
、
こ
の
種
の
事
件
か

一
層
多
く
な
る
時
節
で
す
か
ら
、十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、身
分
証

明
一

の
提
示
を
求
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

昭和58年4 月の
入 室児募集
区立学童保育室

昭
和
五
十
八
年
四
月
入
室
の
児
童

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
室
で
き
る
児
童
　
四
月
か
ら
小
学

校
一
～
三
年
生
に
な
る
児
童

申
込
で
き
る
方
　
保
護
者
か
働
い
て

い
た
り
、長
期
の
病
気
等
の
た
め

に
下
校
後
の
児
童
の
面
倒
を
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
方

定
員
　
一
保
育
室
あ
た
り
四
十
名

保
護
者
負
担
金
　
月
額
千
円
(
児
童

一
人
分
)

申
込
期
間
　
一
月
八
日
～
二
十
二
日

申
込
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、調

査
書
、
動
務
証
明
書
(
用
紙
は
各

保
育
室
に
あ
り
ま
す
)
、
印
か
ん

《
ご
注
意
》
▼
私
立
み
ど
り
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
(
興
本
小
学
校
内
　
八

九
八
-
七
二
四
〇
)
に
入
室
希
望
の

万
は
、直
接
ク
ラ
ブ
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
▼
弘
道
第
一
・
中
川

北
(
各
小
学
校
内
)
・
東
和
(
北
三

谷
小
学
校
内
)
学
童
保
育
室
は
、
四

月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
弘
道
・
佐
野
・

東
和
児
童
館
に
移
り
ま
す
。

※
な
お
、
弘
道
・
佐
野
・
東
和
児
童

館
学
童
保
育
室
へ
の
申
し
込
み
は
、

現
在
の
弘
道
第
一
・
中
川
北
・
東
和

学
童
保
育
室
で
受
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
希
望
す
る
学
童

保
育
室
(
下
表
参
照
)

学 童 保 育 室 一 覧 表

区立 上総 湊
健康 学 園
入園案内

お
子
さ
ん
が
、
「体
が
弱
い
」
「ぜ

ん
そ
く
に
か
か
っ
て
い
る
」
「病

気
に
か
か
り
や
す
い
」
「偏
食
が

は
げ
し
い
」
「食
が
細
い
」
「肥

睛
で
運
動
嫌
い
」等
で
、ご
心
配

の
方
は
、子
供
の
将
来
の
た
め
に
、

今
の
う
ち
に
健
康
を
と
り
も
と
す

こ
と
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

上
総
湊
健
康
学
園
で
は
、恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
地
で
、小
人
数

の
ク
ラ
ス
に
よ
る
、き
め
の
こ
ま

か
い
学
習
指
導
と
健
康
指
導
が
受

け
ら
れ
、夜
は
、保
母
や
看
護
婦

が
日
常
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
小
学
校
三
年
生
～
六

年
生
ま
で
の
各
学
年
二
十
名
、

合
計
八
十
名

費
用
　
一
ヵ
月
約
一
万

六
千
円
(

家
庭
の
事
情
に
よ
り
、減
額
・

免
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で

相
談
く
だ
さ
い
)

入
園
手
続
　
現
在
通
学
し
て
い
る

学
級
の
担
任
・
養
護
の
先
生
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
三
十
一
日

問
合
せ
先
　
学
校
保
健
係

足
立
区
議
会
史

有
償
予
約
頒
布
の
お
知
ら
せ

区
で
は
、今
年
「足
立
区
制
五

十
周
年
」に
あ
た
り
、各
種
の
記

念
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

区
議
会
で
は
、
そ
の
一
つ
と
し

て
「
足
立
区
議
会
史
」
を
現
在
作

成
中
で
す
。
そ
の
刊
行
時
期
は
、

昭
和
五
十
八
年
三
月
末
の
予
定
で

す
。こ

の
機
会
に
、区
議
会
の
内
容

や
歴
史
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
後
の
区
議
会
の

活
動
に
対
し
て
も
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
要
領
で
予
約

頒
布
を
行
い
ま
す
。

《
足
立
区
議
会
史
の
概
要
》

体
裁
　
全
二
巻
…
本
編
(
記
述
編
)

・
資
料
編
、A
5
版
上
製
ク
ロ

ス
装
貼
函
入
、
全
頁
約
二
千
頁

発
刊
予
定
日
　
昭
和
五
十
八
年
四

月
頃

頒
布
価
格
　
一
万
七
千
円

予
約
受
付
期
限
　
昭
和
五
十
八
年

一
月
二
十
八
日

申
込
方
法
　
予
約
受
付
期
間
内

に
、(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、部
数
を
記
入
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
な
お
、
現
物
の
引
き
渡
し
は
、

代
金
と
引
き
か
え
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
議
会
事
務

局
議
会
史
編
さ
ん
室
(
〒
1
2
0
千

住
一
-
四
-
一
八
)

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

通
学
区
域
を
変
更
し
ま
す

区
で
は
、教
育
の
充
実
を
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
、
健
全
な
学

校
運
営
と
ゆ
と
り
あ
る
教
育
を
め

ざ
し
て
、
学
校
規
模
の
適
正
化
と

施
設
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
、
小
学
校
と
中
学
校
の
通
学

区
域
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

□
変
更
に
な
る
区
域

①
足
立
四
丁
目
六
番
～
二
二
番
・

三
三
番
～
四
一
番
(
弥
生
小
学

校
か
ら
千
寿
第
五
小
学
校
の
通

学
区
域
に
編
入
)

②
神
明
南
二
丁
目
一
番
士
(
番
、

辰
沼
二
丁
目
一
番
～
一
〇
番
、

加
平
二
丁
目
全
域
、
加
平
三
丁

目
全
域
、
谷
中
四
丁
目
一
番
～

八
番
(
第
十
三
中
学
校
か
ら
谷

中
中
学
校
の
通
学
区
域
に
編
入
)

※
小
・
中
学
校
と
も
昭
和
五
十
八

年
四
月
に
入
学
す
る
新
一
年
生
か

ら
新
通
学
区
域
を
適
用
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
学
事
係

年
末
年
始
の
窓
口
案
内

区
役
所
の
年
末
年
始
の
事
務
取

扱
い
は
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

□
年
末
は
二
十
八
日
(
火
)
で
終

り
、
新
年
は
、
四
日
(
火
)
か
ら

業
務
を
始
め
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
日
診
療
所

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三

日
ま
で
診
療
を
行
い
ま
す
。

▼
内
科
・
小
児
科
…
千
住
(
　
八

七
〇
-
○
四
六
一
)
・
竹
の
塚
(
　

八
八
五
-
五
四
三
)

・
東
和
(
　

六
二
九
-
七
八
八
一
)
・
江
北
(
　

八
九
六
―
四
〇
〇
四
)
の
各
休
日

診
療
所
(
千
住
・
竹
の
塚
は
、準

夜
間
診
療
も
行
い
ま
す
)
▼
歯

科
…
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療
所

(
　
八
八
五
-
五
四
二
一
)

診
療
受
付
時
間
は
、午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
(
凖
夜
は
、
午
後

五
時
～
九
時
三
十
分
)
ま
で
で
す
。
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募集・催し物
新
年
子
ど
も

た
こ
あ
げ
大
会

こ
の
大
会
は
、冬
休
み
を
利
用
し

て
作
っ
た
、手
づ
く
り
の
た
こ
に
つ

い
て
競
い
令
う
も
の
で
す
。

日
時
　
一
月
二
十
三
日
(
日
)
午
前

十
時
(
雨
天
の
場
合
は
、
三
十
日

に
延
期
)

場
所
　
日
の
出
町
緑
地
グ
ラ
ン
ド

対
象
　
区
内
の
子
ど
も
会
等
の
会
員

(
た
だ
し
、
番
加
者
全
員
に
よ
る

た
こ
あ
け
の
参
加
は
自
由
)

大
会
内
容
　
▼
個
人
競
技
…
た
こ
の

形
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
エ
夫
を
こ

ら
し
た
も
の
を
自
分
で
作
り
、
事

前
に
審
査
を
受
け
、
大
会
当
日
た

こ
あ
げ
審
査
を
行
う

▼
ブ
ロ
ッ
ク
頭
技
…
各
地
区
少
年

団
体
協
議
会
の
代
表
(
三
人
)
に

よ
り
行
う

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
…
日
本
の
凧

の
会
に
よ
る
日
本
や
世
界
各
地
の

た
こ
あ
げ
実
演

申
込
方
法
　
▼
個
人
競
技
…
地
少

協
青
少
年
係
に
あ
る
申
込
一
に
　

記
入
の
う
え
、各
地
少
協
を
通
じ

て
、た
こ
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
▼
ブ
ロ
ッ
ク
競
技

…
当
日
受
付
け
ま
す

申
込
期
限
▼
個
人
競
技
一
月
十

日
▼
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
…
大
会
当
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

参
加
し
ま
し
ょ
う

成
人
の
日
の
集
い

成
人
に
な
ち
れ
る
方
を
対
象
に
、
「

成
人
の
日
の
集
い
」を
聞
き
ま
す
。

成
人
の
方
に
は
、年
賀
状
で
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、当
日
は
そ
れ
を

持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。内
容
に

つ
い
て
は
、
元
旦
号
で
く
わ
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
　
一
月
十
五
日

場
所
　
文
化
公
館
、産
業
振
興
館

対
象
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
～

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
方

問
合
せ
先
　
文
化
係

新
春
敬
老
将
棋
大
会

あ
な
た
も
新
し
い
将
棋
仲
間
を
作

り
ま
せ
ん
か
。将
棋
の
好
き
な
方
の

交
流
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
一
月
三
十
日
(
日
)
午
前
九

時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
千
住
セ
ン
タ
ー
、
西
部
セ
ン

タ
ー
、
老
人
会
館

対
象
　
区
内
在
住
で
六
十
歳
以
上
の

方
定
員
　
各
百
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
直
接
参
加
で
き
る
場
所

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
一
月
十
九
日

※
な
お
、昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
老
人
卵

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

卓
球
講
習
会

日
時
　
一
月
十
九
日
～
三
月
二
十
三
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、午
後
六

時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所
　
勤
労
福
祉
会
館

対
象
　
一
般
動
労
者

定
員
　
二
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

講
師
　
両
沢
正
子
氏
(
元
混
合
ダ
ブ

ル
ス
吐
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
)

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
六
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
動
労
福
祉
会
館
　

八
四
〇
-
二
五
二
五

婦
人
水
泳

初
心
者
教
室

日
時
　
一
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
、

二
月
一
日
・
三
日
・
四
日
、午
前

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

対
象
　
区
内
在
住
で
五
日
問
受
講
で

き
る
十
六
歳
以
上
の
女
性
の
方

内
容
　
初
心
者
を
対
象
に
正
し
い
泳

法
の
指
導
を
行
い
ま
す

定
員
　
百
名
(
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
　
一
月
五
日
～
一
月
十
日
(

十
日
の
消
印
有
効
)

《
ご
注
意
》
▼
初
日
に
健
康
診
断
一

(
一
ヵ
月
以
内
の
も
の
)
を
提
出

す
る
こ
と

▼
水
泳
帽
を
持
参
す

る
こ
と

▼
参
加
中
は
必
ず
健
康

保
険
証
を
持
参
す
る
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水
プ

ー
ル
(
〒
1
2
1
西
保
木
間
四
-
一
〇
-
一
　

八
五
○
-
一
一
三
さ
ん
)

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

事

業
案
内

□
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
(
屋
内
)

日
時
　
一
月
二
十
一
日
～
二
月
二
十

五
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
(
た
だ

し
、二
月
十
一
日
を
除
く
、計
五

回
)
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

対
象
　
十
八
歳
以
上
の
区
民
で
初
心

者
お
よ
ぴ
初
級
者
の
方

内
容
　
基
礎
練
習

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
各
同
二
百
円

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
一
話

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
一
月
十
四

日
(
金
)
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

□
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日
時
　
一
月
十
三
日
～
五
月
二
十
六
日

ま
で
の
毎
週
木
皿
日
(
た
だ
し
、

五
月
五
日
を
除
く
、計
十
九
回
)

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

対
象
　
十
八
歳
以
上
の
男
女

内
容
　
音
楽
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
力
づ
く
り

費
用
　
各
回
二
百
円

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
受
付
　
い
ず
れ
も
、
十
二
月
二

十
一
日
、
午
前
九
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
参
加
者
は
健
康
チ
エ
ッ

ク
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
　
▼
毎
週
水
曜
日
…
午
前
九
時

三
十
分
～
午
後
七
時

▼
毎
週
日

曜
日
・
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

三
時

測
定
項
目
　
血
圧
、脈
拍
、肺
活
量
、

尿
等
の
測
定
と
簡
単
な
健
康
ア
ド

バ
イ
ス

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
　
八
五
九
-
八
二
一

一
冬
の
婦
人
教
室

□
陶
芸
教
室

日
時
　
一
月
十
八
日
、二
月
八
日
・

十
五
日
、三
月
八
日
、午
前
十
時
～

正
午

定
員
　
二
十
名

費
用
　
八
百
円

□
料
理
教
室

日
時
　
一
月
二
十
八
日
、二
月
一
八

日
・
二
十
五
日
、三
月
十
一
日
、

午
後
二
時
～
四
時
三
十
分

定
員
　
三
十
名

費
用
　
二
千
円

対
象
　
い
ず
れ
の
教
室
も
、
区
内
在

住
の
婦
人
で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、一
話
番
号
、希
望

す
る
教
室
名
一
つ
(
一
教
室
に
一

人
一
枚
に
限
る
)
を
記
入
の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
五
日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、花

畑
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1
花
畑
四
-
一

六
-
一
三
　
八
五
〇
-
二
六
一

七
)科

学

映

画

会

日
時
　
十
二
月
二
十
五
日
(
土
)
午

後
三
時
～
四
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

題
名
　
「冬
を
越
す
サ
ル
」
「水
の
科

学
」
「動
物
を
分
娘
す
る
」

定
員
　
先
着
百
五
十
六
名

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
ター
　
八

五
〇
-
八
八
〇
一

保
健
・
衛
生

胃
の
検
診

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
胃
の
検
診
…
満
三
十
五
戚

以
上
の
区
民
▼
子
宮
が
ん
検
診
…

満
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
い
ず

れ
も
過
去
一
年
以
内
に
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
・
定
員
　
▼
胃
の
検
診
…
二

月
一
日
・
十
日
・
十
五
日
・
二
十

四
日
(
各
三
十
五
名
)
午
前
中

▼
子
宮
が
ん
検
診
…
二
月
四
日
・

十
八
日
・
二
十
五
日
(
各
三
十
五

名
)
午
後

検
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
　
▼
胃
の
検
診
…
千
二
百
円

▼
子
宮
が
ん
検
珍
…
九
百
円
(
だ

だ
し
、
生
酒
保
護
世
帯
の
方
は
生

保
の
し
お
り
を
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
住
民
税
非
課
税
証
明

書
を
当
日
持
参
す
れ
ば
免
除
さ
れ

ま
す
)

検
診
で
き
な
い
方
　
▼
胃
の
検
診
…

胃
の
手
術
を
し
た
方
や
胃
の
病
気

で
冶
復
申
の
方
、
妊
娠
中
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方

▼
子
宮
が
ん
検
診
…
生
理
中
の
方

や
生
理
終
了
後
三
日
経
過
し
て
い

な
い
方
、
婦
人
科
医
で
治
家
中
の

方
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、胃
の

検
診
、ま
た
は
子
宮
が
ん
検
診
希

望
と
一
き
、希
望
検
診
日
、住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、性
別
、生

年
月
日
、年
齢
、一
晒
番
号
、保

健
セ
ン
タ
ー
で
子
宮
が
ん
検
診
を

受
診
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
受
診

日
・
番
号
を
明
記
の
う
え
、申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
(
ハ
ガ
キ
は
い

す
れ
も
一
人
一
枚
に
限
り
、一
枚

の
ハ
ガ
キ
で
胃
・
子
宮
が
ん
検
診

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
五
日
(
当

日
消
印
有
効
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
希
望
日
以
外
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

な
お
、子
宮
が
ん
検
診
に
限
り
抽

選
に
も
れ
た
方
は
、
区
内
の
産
婦
人

科
医
で
検
診
(
費
用
は
保
健
セ
ン
タ

ー
と
同
じ
)
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

(
〒
1
2
1
伊
興
町
前
沼
一
一
五
七
-

六
　
八
五
五
-
四
一
五
一
)

成
人
病
検
診

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時
～

一
時
三
十
分
(
受
付
)

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
満
三
十
歳
以
上
の
区
民
の
方

内
容
　
成
人
病
予
防
に
関
す
る
諸
検

査
(
血
圧
・
心
電
図
・
尿
検
査
・

血
液
検
査
他
)

費
用
　
約
五
千
円

申
込
方
法
　一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
予

防
課
　

八
八
八
-
四
二
七
七

ご
協
力
く
だ
さ
い

一
月
の
献
血

▽
五
日
(
水
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
六
日
(
木
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
七
日
(
金
)
…
区
役
所
本
庁
舎

▽
十
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
十
二
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
西
口

▽
十
四
日
(
金
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
十
七
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
二
十
日
(
木
)
…
飯
田
百
貨
店
鹿

浜

店
(

鹿

浜

七
丁

目
)

、
竹

の

塚

駅

東

口

▽
二
十
一
日
(
金
)
…
足
立
職
業
訓

練
校

▽
二
十
五
日
(
火
)
…
末
木
小
学
校

▽
二
十
八
日
(
金
)
…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
三
十
一
日
(
月
)
…
北
千
住
駅
西
口

※

時
間

は

、
い

ず
れ

も

午
前

十

時
～

午
後
三
時
三
十
分
。た
だ
し
昼
食
休

憩
時
間
は
除
く
。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、
ま
た
は

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
(
　

六
九
三
-
五
七
〇
一
)

医
療
従
事
者
の

年
末

届

医
師
な
ど
の
免
許
を
持
つ
医
家
従

事
者
は
、法
律
に
基
づ
く
年
末
届
(
十

二
月
三
十
一
日
現
在
)
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
▼
医
師
、歯
科
医
師
、薬
剤

師
…
業
務
に
従
事
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
免
許
の
あ
る
方

▼
保
健
婦
、助
産
婦
、看
護
婦
(
士
)
　

准
看
護
婦
(
士
)
、歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
…
区
内
に
お
い
て
、

そ
の
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

届
出
期
限
　
一
月
十
五
日

届
出
・
問
合
せ
先
　
管
轄
の
保
健
所

(
足
立
保
健
所
　
八
五
五
-
四

一
五
一
、
千
佳
保
健
所
　

八
八

八
-
四
二
七
七
)

育
児
ク
ラ
ス
の

お
さ
そ
い

日
時
　
一
月
五
日
、
二
月
二
日
、
三

月
二
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～
四

時
場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

内
容
　
保
育
の
お
話
と
相
談
、
離
乳

食
の
実
演

対
象
　
六
～
七
か
月
児
の
母
親

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
八
八
〇
-
一
一
六
五

精
神
衛
生
相
談

日
時
　
一
月
六
日
(
木
)
午
後
一
時

三
十
分
～
二
時
三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

担
当
　
専
門
医

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所
　

八
九
六
-
四
〇
〇
四

ご協力ください
工業統計調査
エ ネル ギー消費構造

統 計 調 査

十
二
月
三
十
一
日
に
は
「工
業

統
計
調
査
」・
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
刑
費

構
造
統
計
調
査
」
の
二
つ
の
統
計

調
蒼
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
わ
か

国
の
工
巣
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
に
毎
年
調
査
し

て
い
る
も
の
で
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
柵
造
統
計
調

轟
」は
、昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
内
外
の
厳
し
い
情
勢
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
従
業
者
三
十
人
以
上

の
製
造
業
に
対
し
調
査
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
都
市

計
画
、地
域
闘
発
計
画
、エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
、
申
小
企
業
対
策
な
ど
の

重
要
な
賢
料
と
し
て
、国
民
生
活

の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

十
二
月
下
旬
か
ら
来
年
一
月
に

か
け
て
、
調
査
風
が
各
事
業
所
そ

訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
統
計
係

相 談

区
民
相
談
室
　

午
後
一
時
～
四
時

▽
法
律
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
曜
日

(
第
二
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)

▽
税
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
金
曜
日

▽
行
政
相
談
…
…
…
…
…
毎
月
第
三
金
曜
日

▽
人
権
身
の
上
相
談
…
…
毎
月
第
二
火
曜
日

区
民
相
談
室
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
(

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

▽
一
般
相
談…
土
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
結
婚
相
談…
木
・
日
・
祭
日
を
除
く
毎
日

▽
交
通
事
故
相
談
…
…
…
月
曜
日
～
金
曜
日

1 月 の 安売りデ ー

青

果

物
…
…
…
…
…
…
…
一
月
十
九
日

〈緑
の
ノ
レ
ン
の
あ
る
お
店
〉

水

産

物
…
…
…
…
…
…
一
月
二
十
一
日

〈青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
〉

豚

肉
…
…
…
一
月
八
日
一
二
十
二
日

〈赤
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
〉

ひ ろ ば

□
新
年
ラ
ジ
オ
体
操
大
会

日
時
　
一
月
二
日
(
日
)
午
前
八
時

場
所
　
弥
生
小
学
校
(
雨
天
の
場

合
は
同
校
体
育
館
)

主
催
　
区
ラ
ジ
オ
体
操
会
連
盟

後
援
　
教
育
委
員
会
、体
育
協
会

※
参
加
希
皇
者
は
、
午
前
七
時
四

十
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
区
ラ
ジ
オ
体
操
会
連

盟
事
務
局
　
八
八
七
-
○
三

二
九
(
大
原
方
)

□
新
年
子
ど
も
百
人
一
首
か
る
た

大
会
出
場
者
募
集

日
時
　
一
月
二
十
二
日
(
日
)
午

前
九
時
か
ら

場
所
　
中
鳥
根
小
学
校
体
育
館

費
用
　
一
人
二
百
円

対
象
　
区
内
小
・
中
学
生
、自
由

参
加
(
子
ど
も
会
団
体
可
、一

チ
ー
ム
五
人
、学
年
は
問
わ
ず
)

競
技
方
法
　
団
体
戦
、個
人
戦
等

申
込
方
法
　
直
接
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
々
木
　

八
八
三
-
四
四
二
六

□
と
ね
り
の
混
声
合
唱
団
員
募
集

日
時
　
毎
週
土
曜
日
、午
後
六
時
～

八
時

場
所
　
と
ね
り
幼
稚
園

内
容
　
混
声
四
部
合
唱
の
練
習

費
用
　
月
額
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
片
岡
　
八

九
七
-
五
七
一
七
(
夜
問
)

□
土
地
家
屋
測
量
登
記
無
料
相
談

日
時
　
一
月
九
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
東
京
土
地
家
屋
調
査

士
会
足
立
支
部
　
八
四
九
-

六
五
七
一

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
〒
1
2
0
千
住
一
-
四
-
1
8
)

カット　小林操さん(千住曙町)

掲
示
板

青
色
申
告
を

す
る
に
は

「青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を

来
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、足
立
税
務
署
(
　

八
八
八
-
六
二
四
一
)
、西
新
井

税
務
署
(
　
八
四
〇
-
一
一
一
一
)

へ
。年

末
年
始
の

清
掃
作
業

□
普
通
ゴ
ミ
(
容
器
・
分
別
)

年
末
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
、

年
始
は
一
月
五
日
か
ら
収
集
じ
ま

す
(
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
集
積

所
に
「
お
知
ら
せ
」
を
掲
示
し
、

三
十
一
日
は
一
部
地
域
の
集
積
所

に
『
お
知
ら
せ
』
を
掲
示
し
て
収

集
し
ま
す
)

。

□
粗
大
ゴ
ミ
　
年
末
は
で
き
る
だ

け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
始

は
一
月
十
七
日
か
ら
で
す
。

□
汲
取
り
　
年
末
の
賢
付
け
は
十
二

月
二
十
九
日
ま
で
。
年
始
は
一

月
五
日
か
ら
で
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
東
清
掃
事
務
所

(
　
八
八
九
-
〇
七
一
一
)
、

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
　
八
五
三
-
二
一

四
一
)

新
東
京
百
景

年
賀
状
の
作
品
募
集

都
で
は
、先
に
遇
定
さ
れ
た
「新

東
京
百
景
」を
題
材
と
し
た
年
賀

状
を
募
集
し
ま
す
。区
内
で
は
、

西
新
井
大
師
が
百
景
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
区
民
の
皆
さ
ん
、
腕
を
ふ

る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
　
版
画
、切
り
絵
、イ

ラ
ス
ト
等
に
よ
る
年
賀
状
(
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
も
忘
れ

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

応
募
期
限
　
一
月
三
十
一
日
(
必
着

の
こ
と
)

発
表
　
三
月
五
日
、新
宿
N
S
ビ

ル
一
階
フ
ロ
ア
に
掲
示

応
募
・
問
合
せ
先
　
都
生
活
文
化

局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
文
化
都
観
光

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
課
(
〒
1
0
0

千
代
田
区
丸
ノ
内
三
-
八
-
一
　

二
一
二
-
二
四
〇
三
)



昭和57年12月20日 区 の お 知 ら せ ( 4)

〈1面からの読き〉
昭和56年度一般会計決算

〔歳 入〕

〔歳 出 〕

昭和56年度国民健康保険特別会計決算

〔歳 入〕 〔歳 出 〕

昭和56年度一般会計決算の財源別性質別内訳

職員の給与等について
職貝の給与等の公表については、昨年12月その実態をお知らせしたところです

が、区民の皆さんの一層のご理解をいただくため、第2 回目の公表を行います。
職員の給与については、地方公務員法で次の3 つの原則が定められています。
①職務と責任に応ずるものでなければならない(職務給の原則) 、②生計費や民
間企業、国・他の地方公共団体の職員の給与を考慮して定めなければならない(給
与均衡の原則)、③ 条例に基づかずには、いかなる給与も支給することはできない(
条例主義の原則)。
この3 原則に基づき、23区共同で設置している特別区人事委貝会が、毎年特別
区内の民間企業の給与実態や生計費等を調査し、さらに国や他の地方公共団体の
給与勧告なども考慮して、職貝の適正な給与を勧告し、区はこの勧告を受け議会
の審議を経て、条例により決定しています。

人件費の状況( 一般会計決算)

○ 人件費には、特別職等の給料、報酬等が含まれています。
なお、普通会計( 普通会計とは、一般会計と用地特別会計の
重複部分を除いて合計し、国民年金印紙の購入、売払い等を差
し引いたものです) における人件費率は、29. 3%になります。

職員給与費の状況( 一般会計予算)

○給与費は、当初予算に計上された額です。
なお、職貝手当とは、扶養手当、通勤手当、住居手当等で、
退職手当は含まれていません。

職 員 の初 任 給の 状 況( 57 年4 月1 日現在)

職員の経験年数別・学歴別
平均給料月額の状況 ( 57 年4月1 日現 在)

特別職の報酬の状況 ( 57年12月20日現在)

○ 特別職は、一般職員と異なり、扶養手当、
通勤手当、住居手当等が支給されません。
なお、議員には、退職手当も支給されませ
ん。

一般行政職の等級別職員数の状況 ( 57年4 月1 日現在)

職員の平均 給料月額および平 均年齢の状況 ( 57年4月1日現在)

職員手当の状況

○ 退職手当の1人当たりの支給額は、56年度に退職した全
職貝に支給された平均額です。なお、退職手当のうち勧
奨退職者の支給率は、57年度以降段階的に引き下げ、60
年度からは最高限度80月になります。

Y. S　239, 000


